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タの，中心金属や配位子の種類に対する依存性を調べた。一連の単純な 6 配位と 4 配位の第 1 遷移金属
錯体のなかで，アクア錯体とアンミン錯体の聞にも，これらの錯体の国体と水溶液の聞にも，また Cl ，

















Fe (m) の EDTA錯体と EDDDA錯体の水溶液中の構造を調べるため，各錯体の水溶液と固体の
X線吸収スベクトルを測定した。その結果 7 配位の固体試料のXANES スペクトルの主ピークは 2
本に分裂するが 6 配位では 1 本であること，またEXAFS フーリエ交換の強度は 7 配位の方が 6 配位
より明らかに小さいことがわかった。これらの特徴と水溶液のスペクトルを比較した結果，水溶液中で















種 Co 錯体のXAFS を測定して，結晶中の対イオンの種類及び溶液中の溶媒の種類とともに広域およ
び近吸収端の微細構造XANESが変化することを見いだした。そしてこの溶媒による効果は，中心金
属イオンー配位子間距離の変化と平行して起っていることを Co (m) しゅう酸塩錯体を用いて明らか
にした。また各種 Fe (m) 錯体の構造解析にも応用し， Fe (m) EDT A錯体は 7 配位の形で溶存する
ことを見出した。
阪根君の研究は，以上のようにXAFS の解析を無機錯体の構造解析に応用して種々の新しい知見を
得るとともに， EXAF S の解析パラメータの値を定量化してその化学的意義を明らかにした。よって
本論文は理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認めるO
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